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項 目 要 約 

１．研究の概要 相同組換え修復と非相同末端再結合を検出する定量性に優れたDNA修復

用レポーター遺伝子を組み込んだトランスジェニックマウスを開発し、

各年齢のマウスから分離した骨髄細胞の放射線感受性をDNA修復能と細

胞分布を指標として定量的に評価し、さらに、DNA修復制御に関わる蛋

白質の発現動態を解析することにより、放射線生物影響の年齢による変

動の細胞レベルならびに分子レベルの機構に関する研究を行った。 

 

２．総合評価  放射線生物影響における DNA二重鎖切断に注目し、相同組換え修復に関

する骨髄細胞での修復能のアッセイ系をトランスジェニックマウスと

して樹立し、マウスの骨髄幹細胞の放射線感受性について、１週齢と 8

週齢で週齢比較実験を実施し、相応の成果を挙げた。放射線生物学研究

において in vivo アッセイ系の確立には技術的な困難を伴い、本研究

がこれに挑戦したことは評価する。将来的には個体差も考慮できる in 

vivo アッセイ系の確立を通して、放射線生物影響の年齢依存性の解明

が進むことを期待したい。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 

Ｂ 


